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利用課題名 

 

 

オリゴヌクレオチドおよびその合成原料の NMR による解析 

利用目的・内容 

 

 

 

オリゴヌクレオチドおよびその合成原料の NMR を測定し、品質保

証・品質管理に NMR を用いるための基礎的なデータを得る。 

 

利用実施時期及び期間 平成 23 年 12 月 21 日 ～ 平成 24 年 2 月 14 日 

 

総利用日数：6日間 

 

当初計画どおり・当初計画変更 

（変更理由） 

 

 

 

 

利用ＮＭＲ装置 

 

 

□950 MHz（超低温プローブ、溶液） 

□800 MHz（超低温プローブ、溶液） □700 MHz（固体） 

□600 MHz（超高感度固体 DNP） ■600 MHz（溶液） 

□500 MHz（固体） ■500 MHz（溶液） ■400 MHz（溶液） 



成果の概要 

 

実施内容 

(実際に

行った作

業の概要

について

記載して

下さい。) 

①オリゴヌクレオチドの合成に用いるモノマーの純度確認 

②オリゴヌクレオチドの修飾に用いる高分子 PEG の純度確認 

 

本課題に

より得ら

れた成

果、当初

目標と結

果との比

較 

①合成用モノマー（アミダイト）に含まれる 5 価のリンを持つ化合物

等の不純物の存在が 31P-NMR により簡単に確認できた。定量に

は課題が残ったが、モノマーの NMR 分析は受け入れ試験に有用

であることが分かった。 

 

②オリゴヌクレオチドの修飾に用いる活性エステル化された高分

子 PEG の純度（活性化率）を測定した。1H-NMR で簡単に測定で

きることから、活性化率の測定に 1H-NMR が非常に有用であるこ

とが分かった。 

 

 

社会・経済への波及効

果の見通し 

 

 

 

NMR をオリゴヌクレオチドの原料分析に用いることにより純度等が

簡単に確認でき、修飾に用いる原料の活性化率の測定結果から

は、反応効率が予想できる。 

これらの結果は核酸医薬品製造に有用な情報になり、コストダウ

ンなどにも繋がる。 

成果公開時期の希望 

 

■即時公開  □論文・特許公開後（最大 2年後まで） 

利用周辺環境に関する

希望 

とくになし 

その他  

 

本報告書については、印刷または必要な編集・加工を行った上で公開します。また、別途開催予定の成果報告会・

シンポジウムや委託事業報告書作成時において、本報告書の内容についての資料作成または発表をお願いする場合が

あります。 

 

 

 


